



































































































































【エピソード】自由遊びでおままごとをする A ちゃんと B ちゃん。木の枝とマ
ツボックリを拾い集め、石の上へ置く。そこへ大きな木の枝を持って遊んでい
104
た C 君は、石の上にどーんと落とすように置く。A ちゃんは「やめてよ」と言う。























て " 横取り " しようとしているという記述が見られる。この時、この実習生は、
女の子たちの立場になって「邪魔されている」と感じているため、男の子（C 君）
105
の行為を咎めるような " 横取り " という表現になっているのではないかと推察
される。2 人の女の子の遊びを守ることを前提に、注意深く見守ろうという姿
勢が見える。しかし、エピソードが進むにつれ、どちらが良い者でどちらが悪
い者というかという裁きをするのではなく、女の子（A ちゃん B ちゃん）の遊
びと、男の子（C 君）の気持ちというそれぞれ別角度からこの状況を捉えるこ
とができるように変化した。とりわけ、背景には性別でしか表されてない 3 人





























束を 3 つ確認すると遊び始めました。D 君と E 君と F 君とドングリ探しをし



























































































からも、全体としては K 君の支援を優先させた視点であるが、Y 君の気持ち
にも十分寄り添おうとしている意識が推し量られる事例である。タイトルの「自
分の気持ち」には、Y 君・K 君双方の " 自分 " が含まれているとみられ、それ
ぞれの立場や状況を理解しようとする実習生の姿が見られた。
エピソード（４）　「優しい言葉」（3 歳児）
　早朝保育時に、T くんが「S くんが叩いた」と伝えに来ました。S くんに理
由を聞いてみるとただ当たってしまっただけとの事でした。S くんは T くんに
何度も謝っており、しかし T くんがどうしても S くんのことを許せないよう
でした。2 人の間に気まずい空気が流れていました。さくら組へ移動する際に
左手に S くん、右手に T くんと手を繋いでいて、S くんの手が冷たくて、T く
110
んの手が温かかったので T くんに「S くんの手冷たいよ」と言うと、S くんの
手を握っていたので仲直りできそうかなと思っていました。











　このエピソードに見られる T くんと S くんの気持ちの揺れ動きを察知し、何
とか心をつなぎたいと考えた実習生の「手が冷たいよ」という場面は、非常に
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